
 

 

科目区分 専門分野 履修学年 2 年前期 単位数 1 時間数 30 

科目名 

 

精神看護方法Ⅰ―1 担当教員 外部講師 

使用テキスト １）メディカ出版 精神看護学 ②精神障害と看護の実践 

 

 

 

テキスト以外

の教材・参考

書等 

１）医学書院 系統看護学講座 専門分野 精神看護の基礎＜1＞＜2＞   

２）医学書院 系統看護学講座 別巻   精神保健福祉            

３）南江堂 精神看護学Ⅰ 精神保健・多職種のつながり こころ・からだ・かかわ

りのプラクティス         

４）メヂカルフレンド社 新体系 看護学全書 精神看護学① 精神看護学概論／精

神保健              

授業の概要及び到達目標 

 

授業の概要 

本科目では精神看護方法Ⅰ―１で精神医学の診断・治療に関する基本的な知識を学習し、精神看護

方法Ⅰ―２で精神看護の基盤となる回復を支援する看護について学習する。 

難解なイメージのある精神疾患について分かりやすく教授する。 

 

到達目標 

１． 精神機能に疾病をもつ人のアセスメントに必要な疾病及び治療・検査に関する基礎知識が理解で

きる。 

 

 

 

 

 

評価方法 筆記試験 

レポート提出 

 

備考 関連科目：心理学 カウンセリング,薬理学,解剖生理学,臨床検査,ＭＥ 

リハビリテーション,放射線医学 

 

 

 



 

回数 授業計画 学習内容 備考 

１  

精神障害をもつ人の抱える症状と診断のための検査 

 精神症状、状態像、精神科的診察(診察・一般検査・画像検査・心理検査) 

 

講義 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

 

主な精神疾患／障害 

  ・神経発達症群／神経発達障害群 

  ・統合失調症スペクトラム障害 

  ・双極性障害および関連障害群 

  ・抑うつ障害群 

  ・不安症群／不安障害群 

  ・強迫症および関連症群／強迫性障害および関連障害群 

  ・心的外傷およびストレス因関連障害群 

  ・解離症群／解離性障害群 

  ・身体症状症および関連症群 

  ・食行動障害および摂食障害群 

  ・睡眠－覚醒障害群 

  ・神経認知障害群 

  ・パーソナリテイ障害群 

  ・てんかん 

講義 

１２ 

１３ 

１４ 

 

精神疾患の主な治療法 

  ・薬物療法               ・電気けいれん療法 

  ・リハビリテーション療法        ・精神療法 

 

講義 

１５ 終講試験 まとめ解説 

 

 


